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証券コード 3157
2025年６月10日

（電子提供措置の開始日 2025年６月４日）
株 主 各 位

東 京 都 港 区 新 橋 六 丁 目 ３ 番 ４ 号
ジオリーブグループ株式会社

代表取締役社長 植 木 啓 之
第16回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申しあげます。
さて、当社第16回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第16回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト https://www.geolive.co.jp/ir/library/meeting/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦
覧書類/PR情報」を順に選択の上、ご覧ください。

なお、当日ご出席されない場合は、書面またはインターネットにより議決権を行使することが
できますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、2025年６月25
日(水曜日)午後５時までに議決権を行使していただきたくお願い申しあげます。

敬 具
記

1. 日 時 2025年６月26日（木曜日）午前10時
2. 場 所 東京都港区新橋六丁目３番４号 当社８階会議室
3. 目的事項

報告事項 1. 第16期（2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）事業報告の内容、連結計算書類

の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2. 第16期（2024

2025
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）計算書類の内容報告の件
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決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役８名選任の件
第３号議案 監査役３名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件
第５号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件
第６号議案 監査役の報酬額改定の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあ
げます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま
す。
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議決権行使のご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の重要な権利です。電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご

検討の上、議決権をご行使くださいますようお願い申しあげます。

議決権行使には以下の3つの方法がございます｡

■ 議決権行使書用紙のご記入方法のご案内

議決権行使のお取り扱いについて
議決権行使書用紙において各議案に賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとして取り扱わせていただきます。

こちらに、議案の賛否をご記入ください。

全員反対する
場合

全員賛成の
場合 「賛」の欄に○印 「否」の欄に○印

【第２・３号議案】

【第１・４・５・６号議案】

反対する場合賛成の場合 「賛」の欄に○印 「否」の欄に○印

一部の候補者を
反対する場合

「賛」の欄に○印をし、反対する候補者の番号を
ご記入いただくか、「否」の欄に○印をし、賛成
する候補者の番号をご記入ください。

株主総会にご出席される場合

日時
2025年6月26日（木曜日）
午前10時

会場

東京都港区新橋六丁目3番4号 当社8階会議室
末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。

同封の議決権行使書用紙を会場受付に
ご提出ください。

郵送で議決権を
ご行使される場合

同封の議決権行使書用紙に
議案に対する賛否をご表示
いただき、ご返送ください｡

2025年6月25日（水曜日）
午後5時到着分まで

行使期限

インターネットで議決権を
ご行使される場合

議決権行使サイトで議案に
対する賛否をご入力いただ
き､ ご送信ください。

2025年6月25日（水曜日）
午後5時入力分まで

行使期限

議 案 第 2号
議 案

第 1号
議 案 ( )下の候補

者を除く

賛 賛

否 否

第 4号
議 案

賛

否

第 5号
議 案

賛

否

第 6号
議 案

賛

否

第 3号
議 案 ( )下の候補

者を除く

賛

否

賛
否
表
示
欄

見本
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■ インターネットによる議決権行使のご案内

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

※インターネットによる議決権行使と議決権行使書の郵送による議決権行使が重複してなされた場合は、インターネットによるものを有効とし
て取り扱わせていただきます。

※インターネットにより複数回議決権をご行使された場合は、最後に行われたものを有効として取り扱わせていただきます。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使
ウェブサイト

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

https://www.web54.net
議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取って
ください。

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1 1

2
2

3

4

「次へすすむ」を
クリック

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

「パスワード」を
入力

「次へ」を
クリック

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の

「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※ QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイトへ遷移できます。

三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間 午前9時～午後9時）
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件

期末配当につきましては、安定的な配当の継続と当事業年度の業績等を勘案し、以下の
とおりといたしたいと存じます。

（1）配当財産の種類
金銭といたします。

（2）株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金19円
総額252,166,081円

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2025年６月27日
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第2号議案 取締役８名選任の件
取締役全員（８名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役８名

の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏 名 現在の当社における地位及び担当

１ 再 任 足
あ

立
だち

建一郎
けん いち ろう

代表取締役会長

２ 再 任 植
うえ

木
き

啓
ひろ

之
し

代表取締役社長 経営企画部、内部監査室担当

３ 再 任 岩
いわ

瀬
せ

裕
ひろ

道
みち 常務取締役 グループ事業統括部、情報システム部、

DX推進室担当

４ 再 任 今
いま

川
がわ

毅
つよし 取締役 財務経理部、審査法務部、内部統制室担当

兼 財務経理部長

５ 再 任 花
はな

上
うえ

稔
みのる

取締役

６ 再 任 佐
さ

藤
とう

誠
まこと

社外取締役

７ 再 任 定
さだ

金
かね

生
いく

馬
ま

社外取締役

８ 再 任 山
やま

上
がみ

圭
けい

子
こ

社外取締役

（注）当社は、全ての取締役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約
を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上の損
害賠償金や争訟費用等が補填されることとなり、被保険者の全ての保険料を当社が全額負担しておりま
すが、各候補者が取締役に就任した場合、各氏は当該保険契約の被保険者に含められることとなります。
なお、次回更新時には同様の内容で更新することを予定しております。
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１ あ だち けん いち ろう

足立建一郎 （1957年９月24日生） 再 任

所有する当社の株式の数
1,034,903株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1980年４月 住友商事株式会社入社
1985年７月 株式会社ジューテック入社
1988年３月 同社取締役
1990年３月 同社常務取締役
1991年３月 同社代表取締役専務
1994年３月 同社代表取締役社長
2009年10月 当社代表取締役社長
2015年４月 株式会社ジューテック代表取締役会長（現任）
2022年６月 当社代表取締役会長（現任）

■選任の理由
足立建一郎氏は1994年以来株式会社ジューテックの代表取締役社長、2015
年から代表取締役会長、また2009年設立以来当社の代表取締役社長、2022
年から代表取締役会長を務めており、経営者として豊富な経験・実績・見識
を有しております。当社のグループ経営全般の管理・監督者として適任であ
ると判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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２ うえ き ひろ し

植木 啓之 （1959年５月６日生） 再 任

所有する当社の株式の数
15,000株

取締役会への出席状況
13／13回（100％)

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1982年４月 三井物産株式会社入社
2002年２月 三井住商建材株式会社出向 東京住宅資材部副部長
2003年８月 三井物産林業株式会社出向 経営企画部長
2005年３月 三井物産株式会社本店住宅・建材事業部建材事業推進室長
2008年６月 同社本店内部監査部次長
2012年６月 三井住商建材株式会社取締役常務執行役員 経営企画部長
2013年４月 同社取締役常務執行役員
2013年６月 同社代表取締役社長
2017年１月 ＳＭＢ建材株式会社代表取締役社長
2017年６月 同社代表取締役会長
2018年８月 三井物産株式会社 コンシューマービジネス本部 参与
2019年４月 当社入社 執行役員社長特命事項担当
2019年６月 当社代表取締役副社長

株式会社ジューテック取締役（現任）
2020年６月 当社代表取締役副社長経営企画部、グループ事業統括部、内部監査室担当
2021年４月 当社代表取締役副社長経営企画部、グループ事業統括部、内

部監査室、DX推進室担当
2022年６月 当社代表取締役社長経営企画部、内部監査室担当（現任）

■選任の理由
植木啓之氏は他社における会社経営の経験に加え、当社においては2019年
から代表取締役副社長、2022年から代表取締役社長を務めており、経営者
として豊富な経験・実績・見識を有しております。当社のグループ経営全般
の管理・監督者として適任であると判断し、引き続き取締役としての選任を
お願いするものであります。
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３ いわ せ ひろ みち

岩瀬 裕道 （1960年５月１日生） 再 任

所有する当社の株式の数
9,700株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1984年４月 東京海上火災保険株式会社（現東京海上日動火災保険株式会社）入社
2002年７月 同社近畿第一本部奈良支店奈良第二支社長
2011年８月 同社埼玉自動車営業第一部長
2016年４月 同社業務品質部専門部長（コンプライアンス）兼 東北業務

支援部参与
2018年４月 損害保険料率算出機構入社
2020年１月 当社入社 執行役員財務経理部、審査法務部、情報システム

部担当役員補佐
2020年６月 当社取締役財務経理部、審査法務部、情報システム部担当

株式会社ジューテック取締役（現任）
2021年６月 当社常務取締役財務経理部、審査法務部、情報システム部担当
2022年４月 当社常務取締役財務経理部、審査法務部、情報システム部、

デジタルサービス部担当
2022年６月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、デジ

タルサービス部、DX推進室担当
2023年４月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、DX推

進室、総務部、人事部担当 兼 グループ事業統括部長
2023年７月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、DX推

進室担当
2024年 8 月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、DX推

進室担当 兼 情報システム部長
2024年11月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、DX推

進室担当 兼 グループ事業統括部長 兼 情報システム部長
2025年 4 月 当社常務取締役グループ事業統括部、情報システム部、DX推

進室担当（現任）
■選任の理由
岩瀬裕道氏は保険分野における豊富な経験と見識を有していることから、当
社グループの更なるリスク管理やコンプライアンスの強化に貢献していただ
くため、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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４ いま がわ つよし

今川 毅 （1961年４月24日生） 再 任

所有する当社の株式の数
2,600株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1984年４月 三井物産株式会社入社
2003年５月 同社金融市場本部 市場資金部為替市場室長
2006年４月 同社総合資金部 資本市場・M&A 支援室長
2008年５月 同社総合資金部 コーポレートファイナンス室長
2011年５月 同社経営企画部 ポートフォリオ管理室長
2013年４月 同社ニューヨーク本店 SVP & CFO
2015年４月 同社フィナンシャルマネジメント第三部長
2018年４月 同社理事フィナンシャルマネジメント第三部長
2020年６月 三井石油開発株式会社出向 取締役執行役員 CFO
2021年７月 当社入社 理事財務経理部長
2022年６月 当社取締役財務経理部、審査法務部担当 兼 財務経理部長

株式会社ジューテック取締役（現任）
2023年４月 当社取締役財務経理部、審査法務部、内部統制室担当 兼 財

務経理部長（現任）
■選任の理由
今川毅氏は他社におけるCFO等の経験があり、金融や財務会計、M&A分野
における豊富な経験と見識を有していることから、当社グループの財務面の
体制強化や財務戦略の推進に貢献していただくため、引き続き取締役として
の選任をお願いするものであります。
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５ はな うえ みのる

花上 稔 （1954年９月26日生） 再 任

所有する当社の株式の数
14,945株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1977年４月 松下電工株式会社（現パナソニック株式会社）入社
2011年４月 パナソニックリビング首都圏関東株式会社出向 代表取締役社長
2014年10月 株式会社ジューテック入社 理事社長特命事項担当
2014年11月 同社執行役員特販営業部担当
2015年６月 同社取締役特販営業部、生活資材部担当
2016年４月 同社常務取締役営業グループ統括 兼 中部・西日本担当
2017年４月 同社専務取締役営業グループ統括 兼 中部・西日本担当
2018年４月 同社専務取締役営業グループ、営業戦略グループ統括
2019年４月 同社代表取締役社長（現任）
2019年６月 当社取締役（現任）

■選任の理由
花上稔氏は他社における会社経営の経験に加え、株式会社ジューテックにお
いては2015年の取締役就任を経て2019年から代表取締役社長を務めており
ます。これらの豊富な経験・実績・見識を当社グループの経営に活かしてい
ただくため、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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６ さ とう まこと

佐藤 誠 （1948年８月５日生） 再 任 社 外

所有する当社の株式の数
3,950株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1972年４月 住友商事株式会社入社
2002年４月 同社理事自動車事業本部長
2003年４月 同社執行役員自動車事業本部長
2006年４月 同社常務執行役員自動車事業第一本部長
2009年４月 同社顧問
2009年６月 住友三井オートサービス株式会社 代表取締役社長最高経営責任者
2010年６月 ＳＭＡサポート株式会社 代表取締役社長
2013年６月 住友三井オートサービス株式会社 特別顧問
2014年６月 当社取締役（現任）
2019年３月 株式会社ベルパーク 社外監査役（現任）

（重要な兼職）
株式会社ベルパーク 社外監査役

■選任理由及び期待される役割の概要並びに就任年数
佐藤誠氏は他社において会社経営に携われ、企業経営者としての豊富な経
験・実績・知識を有していることから選任をお願いするものであります。ま
た同氏には、業務執行を行う経営陣から独立した客観的立場で、当社取締役
会において的確な助言及び提言をいただくことを期待しており、グループ経
営体制の強化等当社のコーポレート・ガバナンスに資するところは大きいと
判断しております。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結
の時をもって11年であります。

（注）1．佐藤誠氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．佐藤誠氏は、社外取締役候補者であり、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生

じるおそれのない独立役員として届け出ております。
3．佐藤誠氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の特

定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．佐藤誠氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、ま

た過去２年間に受けていたこともありません。
5．佐藤誠氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員の配偶者、三親等以内の親族

その他これに準ずるものではありません。
6．社外取締役候補者との責任限定契約について

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、佐藤誠氏との間において、会社法第423条第１項に
定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、法令で定め
る賠償額を上限とする責任限定契約を締結しております。佐藤誠氏の再任が承認された場合、当社は
佐藤誠氏との間で上記責任限定契約を継続する予定であります。
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７ さだ かね いく ま

定金 生馬 （1951年１月19日生） 再 任 社 外

所有する当社の株式の数
3,500株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1975年４月 石川島播磨重工業株式会社（現株式会社IHI）入社
1982年８月 IHI Marine B.V.（IHIオランダ法人）出向 Commercial Manager
1987年２月 東亜林業株式会社入社 常務取締役
1992年10月 マックグレゴー・グループ入社 マーケティングマネージャー
1993年１月 同社日本法人マックグレゴー・ジャパン 代表取締役社長
2004年３月 カヤバ・マックグレゴー株式会社 代表取締役社長
2010年５月 カーゴテック・ジャパン株式会社 代表取締役社長
2014年７月 マックグレゴー・ジャパン株式会社 代表取締役社長
2016年６月 当社取締役（現任）

■選任理由及び期待される役割の概要並びに就任年数
定金生馬氏は他社において会社経営に携われ、企業経営者としての豊富な経
験・実績・知識を有していることから選任をお願いするものであります。ま
た同氏には、業務執行を行う経営陣から独立した客観的立場で、当社取締役
会において的確な助言・提言をいただくことを期待しており、グループ経営
体制の強化等当社のコーポレート・ガバナンスに資するところは大きいと判
断しております。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の
時をもって９年であります。

（注）1．定金生馬氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．定金生馬氏は、社外取締役候補者であり、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が

生じるおそれのない独立役員として届け出ております。
3．定金生馬氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の

特定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．定金生馬氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、

また過去２年間に受けていたこともありません。
5．定金生馬氏は、当社の特定関係事業者の使用人の三親等以内の親族であります。
6．社外取締役候補者との責任限定契約について

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、定金生馬氏との間において、会社法第423条第１項
に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、法令で定
める賠償額を上限とする責任限定契約を締結しております。定金生馬氏の再任が承認された場合、当
社は定金生馬氏との間で上記責任限定契約を継続する予定であります。
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８ やま がみ けい こ

山上 圭子 （1961年３月22日生） 再 任 社 外

所有する当社の株式の数
0株

取締役会への出席状況
13／13回（100％）

■略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1987年４月 横浜地方検察庁 検事
2002年４月 法務省 刑事局 刑事法制企画官
2005年１月 同省 刑事局 参事官
2005年８月 最高検察庁 検事
2007年８月 東京地方検察庁 公安部副部長
2008年７月 同庁 公判部副部長
2009年４月 横浜地方検察庁 公判部長
2010年４月 弁護士登録（第一東京弁護士会）

東京靖和綜合法律事務所 客員弁護士（現任）
2017年６月 アステラス製薬株式会社 社外取締役
2019年６月 デンヨー株式会社 社外監査役
2021年６月 当社取締役（現任）

デンヨー株式会社 社外取締役 監査等委員（現任）
2024年３月 キヤノン電子株式会社 社外取締役（現任）

（重要な兼職）
東京靖和綜合法律事務所 客員弁護士
デンヨー株式会社 社外取締役 監査等委員
キヤノン電子株式会社 社外取締役

■選任理由及び期待される役割の概要並びに就任年数
山上圭子氏は最高検察庁検事等の要職を歴任後、弁護士として企業法務に携
わっており、法律に関する豊富な専門知識と経験を有していることから、当
社の経営に関し有用な助言等をいただくことにより、当社グループの発展に
貢献していただけることを期待し選任をお願いするものであります。また、
業務執行担当者として会社経営に関与したことはありませんが、上記の理由
から、社外取締役としての職務を適切に遂行いただけると判断しておりま
す。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４
年であります。

（注）1．山上圭子氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．山上圭子氏は、社外取締役候補者であり、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が

生じるおそれのない独立役員として届け出ております。
3．山上圭子氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の

特定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．山上圭子氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、

また過去２年間に受けていたこともありません。
5．山上圭子氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員の配偶者、三親等以内の親

族その他これに準ずるものではありません。
6．社外取締役候補者との責任限定契約について

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、山上圭子氏との間において、会社法第423条第１項
に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、法令で定
める賠償額を上限とする責任限定契約を締結しております。山上圭子氏の再任が承認された場合、当
社は山上圭子氏との間で上記責任限定契約を継続する予定であります。
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＜ご参考＞スキル・マトリックス
第２号議案が原案どおり承認可決されますと、各取締役が有する主要な経験及び専門性は以

下のとおりとなります。

氏名 企業経営
業界経験・
専門性

サステナビ
リティ経営

思考
財務・会計 Ｍ＆Ａ

人材マネジ
メント

法務・コン
プライアン

ス

グローバル
経験・国際

性

足 立 建一郎 ● ● ● ●

植 木 啓 之 ● ● ● ●

岩 瀬 裕 道 ● ● ● ●

今 川 毅 ● ● ● ●

花 上 稔 ● ● ● ●

佐 藤 誠 ● ● ● ●

定 金 生 馬 ● ● ● ●

山 上 圭 子 ● ● ● ●

（注）本表は各取締役が有するスキルを４つまで記載しており、全てのスキルを表すものではありません。
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第３号議案 監査役３名選任の件
監査役のうち北川博之氏及び高橋龍徳氏の２名は、本総会終結の時をもって任期満了と

なります。監査体制の強化と充実を図るため、１名増員と合わせ、監査役３名の選任をお
願いするものであります。
なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。

１ ご とう まさ や

後藤 昌也 （1961年１月28日生） 新 任

所有する当社の株式の数
0株

■略歴、地位及び重要な兼職の状況
1984年４月 住友信託銀行株式会社（現三井住友信託銀行株式会社）入社
2013年１月 当社入社 経営企画部 副部長
2014年４月 当社経営企画部長
2018年４月 当社理事審査法務部長 兼 グループ事業統括室長 兼 経

営企画部担当
2019年３月 当社理事審査法務部長
2025年４月 当社理事社長特命担当（現任）

■選任理由
後藤昌也氏は、金融機関での審査業務や当社の審査法務部長としての経験か
ら、与信管理を中心としたリスクマネジメントに関する豊富な知見を有して
いることから、社内監査役候補者として選任をお願いするものであります。

（注）1．後藤昌也氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．当社は、後藤昌也氏の選任が承認された場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423

条第１項に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、
法令で定める賠償額を上限とする責任限定契約を締結する予定であります。

3．当社は、全ての監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契
約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上
の損害賠償金や争訟費用等が補填されることとなり、被保険者の全ての保険料を当社が全額負担して
おりますが、後藤昌也氏の選任が承認された場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなり
ます。なお、次回更新時には同様の内容で更新することを予定しております。
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２ おき ひろ かつ や

沖廣 克也 （1959年９月28日生） 新 任 社 外

所有する当社の株式の数
0株

■略歴、地位及び重要な兼職の状況
1982年 4 月 住友商事株式会社入社

輸送機本部 自動車第一部（東京）
2012年 4 月 同社理事 アジア総支配人補佐

アジア住友商事グループ
インド住友商事会社社長（ニューデリー）

2015年 4 月 同社理事 中部支社長
2018年 4 月 同社理事 物流インフラ事業本部 参事 兼 住商グローバ

ル・ロジスティクス株式会社代表取締役社長
■選任理由
沖廣克也氏は、他社において役員を歴任され、企業活動に関する豊富な見識
を有していることから、客観的かつ公正な立場で社外監査役としての職務を
適切に遂行いただけると判断し、その選任をお願いするものであります。

（注）1．沖廣克也氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．沖廣克也氏は、社外監査役候補者であり、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出るこ

とを予定しております。
3．沖廣克也氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の

特定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．沖廣克也氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、

また過去２年間に受けていたこともありません。
5．沖廣克也氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員の配偶者、三親等以内の親

族その他これに準ずるものではありません。
6．社外監査役候補者との責任限定契約について

当社は、沖廣克也氏の選任が承認された場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423
条第１項に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、
法令で定める賠償額を上限とする責任限定契約を締結する予定であります。

7．当社は、全ての監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契
約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上
の損害賠償金や争訟費用等が補填されることとなり、被保険者の全ての保険料を当社が全額負担して
おりますが、沖廣克也氏が監査役に就任した場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなり
ます。なお、次回更新時には同様の内容で更新することを予定しております。
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３ うえ まつ のり ゆき

植松 則行 （1960年６月24日生） 新 任 社 外

所有する当社の株式の数
0株

■略歴、地位及び重要な兼職の状況
1985年３月 等松・青木監査法人（現有限責任監査法人トーマツ）入所
1988年10月 公認会計士登録（日本公認会計士協会）
1997年６月 デロイトトーマツコンサルティング株式会社（現アビームコ

ンサルティング株式会社）入社
2003年８月 株式会社電通
2008年７月 植松公認会計士事務所 所長（現任）
2011年６月 有限会社エス・ユー・コンサルタント 代表取締役（現任）
2012年６月 株式会社エヌジェーケー（現株式会社NTTデータNJK） 社外監査役
2013年２月 国際マネジメントシステム認証機構株式会社 社外監査役
2016年４月 株式会社鎌倉新書 社外取締役監査等委員
2016年６月 アステラス製薬株式会社 社外取締役監査等委員
2019年３月 LINE株式会社 社外監査役
2022年３月 サイボウズ株式会社 社外監査役（現任）
2024年６月 富士電機株式会社 社外監査役（現任）

（重要な兼職）
植松公認会計士事務所 所長
有限会社エス・ユー・コンサルタント 代表取締役
サイボウズ株式会社 社外監査役
富士電機株式会社 社外監査役

■選任理由
植松則行氏は、公認会計士としての会計に関する豊富な知識と経験に加え、
他社の監査役を歴任されており、客観的かつ公正な立場で社外監査役として
の職務を適切に遂行いただけると判断し、その選任をお願いするものであり
ます。

（注）1．植松則行氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．植松則行氏は、社外監査役候補者であり、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出るこ

とを予定しております。
3．植松則行氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の

特定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．植松則行氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、

また過去２年間に受けていたこともありません。
5．植松則行氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員の配偶者、三親等以内の親

族その他これに準ずるものではありません。
6．社外監査役候補者との責任限定契約について

当社は、植松則行氏の選任が承認された場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423
条第１項に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、
法令で定める賠償額を上限とする責任限定契約を締結する予定であります。

7．当社は、全ての監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契
約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上
の損害賠償金や争訟費用等が補填されることとなり、被保険者の全ての保険料を当社が全額負担して
おりますが、植松則行氏が監査役に就任した場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなり
ます。なお、次回更新時には同様の内容で更新することを予定しております。
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第４号議案 補欠監査役１名選任の件
法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、あらかじめ補欠監査役１名の

選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案における選任の効力は、就任前に限り、監査役会の同意の上取締役会の決

議によりその選任を取り消すことができるものとさせていただきます。
また、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

やま だ ひろ やす

山田 紘靖 （1980年３月19日生）

所有する当社の株式の数
0株

■略歴及び重要な兼職の状況
2003年10月 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）入所
2021年１月 山田紘靖公認会計士事務所 開設（現任）
2022年８月 税理士法人室賀山田会計 設立 社員税理士（現任）

（重要な兼職）
山田紘靖公認会計士事務所 所長
税理士法人室賀山田会計 社員税理士
■選任の理由
公認会計士としての豊富な知識と経験に加えて、大手監査法人で金融機関や
建設業の監査を経験されており、客観的かつ公正な立場で社外監査役として
の職務を適切に遂行いただけると判断し、その選任をお願いするものであり
ます。

（注）1．山田紘靖氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．山田紘靖氏は補欠の社外監査役候補者であり、就任した場合、東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として届け出る予定であります。
3．山田紘靖氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の

特定関係事業者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。
4．山田紘靖氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、

また過去２年間に受けていたこともありません。
5．山田紘靖氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員の配偶者、三親等以内の親

族その他これに準ずるものではありません。
6．当社は、山田紘靖氏が監査役に就任した場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423

条第１項に定める賠償責任の限度額を、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り、
法令で定める賠償額を上限とする責任限定契約を締結する予定であります。

7．当社は、全ての監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契
約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上
の損害賠償金や争訟費用等が補填されることとなり、被保険者の全ての保険料を当社が全額負担して
おりますが、山田紘靖氏が監査役に就任した場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなり
ます。
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第５号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件
本総会終結の時をもって任期満了により監査役を退任される北川博之氏、高橋龍徳氏に

対し、在任中の労に報いるため、当社所定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を
贈呈いたしたいと存じます。
なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は監査役の協議にご一任願いたいと存じま

す。
退任監査役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴
北
きた

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき 2017年６月 当社常勤監査役 現在に至る

高
たか

橋
はし

龍
りょう

徳
とく 2013年６月 当社監査役 現在に至る

第６号議案 監査役の報酬額改定の件
当社の監査役の報酬額は、2011年６月29日開催の第２回定時株主総会において年額

45百万円以内とご承認いただき今日に至っておりますが、その後の経営環境の変化やコ
ーポレート・ガバナンス強化の観点から、監査役の責務や期待される役割が増大している
ことなどを考慮するとともに、今後も優秀な人材の維持・確保ができるよう、監査役の報
酬額を年間65百万円以内と変更させていただきたいと存じます。
なお、現在の監査役の員数は３名でありますが、第３号議案が原案どおり承認可決され

ますと監査役は４名となります。

以上
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事 業 報 告
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

1． 企業集団の現況に関する事項
（1） 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に景気は緩やかな回
復基調で推移いたしました。しかしながら、エネルギー関連費用の高止まりや継続的な物価
上昇等に加え、急激な為替変動、地政学リスクの高まりのほか、米国の通商政策による世界
経済の下振れ懸念拡大など、先行き不透明な状況が続く中での推移となりました。
当住宅関連業界におきましては、2025年４月より施行される建築基準法改正に伴う駆け

込み需要が一定程度発生した影響により３月度の新設住宅着工戸数が前期比30％超の増加
となったことから、当連結会計年度の新設住宅着工戸数は前期比2.0％増、そのうち持ち家
は前期比1.6％増となりました。しかしながら、年度を通じては資材及び建築コスト高騰な
どによる住宅価格上昇や住宅ローン金利の上昇懸念などにより住宅需要に勢いは見られず、
経営環境は予断を許さない状況での推移となりました。
このような環境の中で当社グループは、サステナビリティへの取組みとして引き続きエネ

ルギー関連商材や認証材の拡販、非住宅木構造分野への取組み強化に加え、中古マンション
リノベーション業者への販売強化やプライベートブランド商品の拡販、売上総利益率の改善
等の既存の営業方針を維持する一方で、業務効率化や働き方改革を推進し、収益体質の改善
を図ってまいりました。また、前連結会計年度よりスタートした３ヶ年の中期経営計画の２
年目として、本計画のテーマである「企業変革力の向上」を図るべく各種施策を推進してま
いりました。特に今後の成長戦略への先行投資としてM&Aを積極的に行い、５月に増田住
建株式会社、10月に株式会社丸西、11月にひらいホールディングス株式会社を当社グルー
プに迎え入れ、事業基盤の更なる強化を図ってまいりました。そのほか、当社グループの住
宅請負事業を担うジューテックホーム株式会社のメインブランド「ウェルダンノーブルハウ
ス」が、「業界トップクラス」の居住性能を評価され、省エネルギー性能の優れた住宅に対
して表彰される「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」を11年連続で受賞いたし
ました。
以上の結果、売上高が176,115百万円（前連結会計年度比5.9％増）となりました。利益

面につきましては、一時費用としてM&A関連費用476百万円が発生した影響もあり、営業
利益が1,921百万円（前連結会計年度比13.8％減）、経常利益が2,779百万円（前連結会計
年度比29.3％減）、親会社株主に帰属する当期純利益が1,601百万円（前連結会計年度比
35.7％減）となりました。
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（2） 今後の見通しと対処すべき課題
今後のわが国経済につきましては、引き続き雇用や所得環境は改善し景気は回復基調で推

移していくことが期待されるものの、エネルギー資源の高騰や物価の上昇傾向は継続すると
想定されます。また、米国の通商政策による影響は想定し難く、世界的に景気が停滞する可
能性もあるほか、地政学リスクの高まりに関する懸念も払拭されておらず、先行き不透明な
状況は続くと想定されます。
当住宅関連業界につきましては、住宅資材や住宅そのものの価格上昇傾向は継続している

ほか、４月より施行された建築基準法及び建築物省エネ法改正による影響から、新設住宅の
着工が一定期間停滞することも予想されます。なお、リフォーム・リノベーション市場につ
いては、政府・自治体の需要喚起政策の実施もあり消費者の省エネ関連のリフォームへの関
心は高まると期待されますが、物価高や上記法改正等の影響から大規模リフォームの着工が
先延ばしになる現場も増加しており、経営環境は予断を許さない状況が続くと想定されま
す。
このような環境の中で当社グループは、サステナビリティへの取組みとして引き続きエネ

ルギー関連商材や認証材の拡販及び非住宅木構造分野への取組み強化に加え、中古マンショ
ンリノベーション業者への販売強化やプライベートブランド商品の拡販、売上総利益率の改
善等の既存の営業方針を維持する一方で、全社的なコスト削減、業務効率化や働き方改革を
推進し、収益体質の向上に努めてまいります。また、現中期経営計画の最終年度として本計
画のテーマである「企業変革力の向上」に向けた施策の推進を加速させ、更なる企業価値の
向上を図ってまいります。
また、コーポレート・ガバナンスの強化を図るとともに、コンプライアンス及び財務報告

に係る内部統制についても、更なる強化に努めてまいります。
株主の皆様におかれましては、何卒今後ともより一層のご支援ご協力を賜りますようお願

い申しあげます。

（3） 設備投資等の状況
当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は204百万円であり、その主なもの

は、事務所・倉庫の改修並びに基幹システム等の更新、機能強化等であります。

（4） 資金調達の状況
当連結会計年度におきましては、長期借入れにより4,714百万円を資金調達した一方で、

長期借入金の返済が1,948百万円ありました。
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（5） 財産及び損益の状況の推移

区 分 2021年度
第13期

2022年度
第14期

2023年度
第15期

（当連結会計年度）
2024年度
第16期

百万円 百万円 百万円 百万円
売 上 高 172,627 182,768 166,321 176,115

百万円 百万円 百万円 百万円
経 常 利 益 3,788 4,354 3,932 2,779

百万円 百万円 百万円 百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 2,293 2,978 2,489 1,601

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
１株当たり当期純利益 172.79 224.44 187.57 120.64

百万円 百万円 百万円 百万円
総 資 産 75,832 78,446 76,178 89,473

百万円 百万円 百万円 百万円
純 資 産 18,165 20,599 22,422 23,302

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
１ 株 当 た り 純 資 産 1,368.69 1,552.08 1,689.46 1,750.22
(注)１株当たり当期純利益は、自己株式数を控除した期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

（6） 重要な親会社及び子会社の状況
① 重要な親会社の状況及び取引に関する事項

該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容
株式会社ジューテック 850百万円 100.0％ 住宅総合資材及び工業用資材の販売並びに施

工付販売

株式会社グリーンハウザー 158百万円 100.0％
住宅関連諸資材総合販売
（木材製品、建材、住宅機器、サッシの販売及び
木造住宅の建築請負工事全般と内外請負工事等）

当連結会計年度において、2024年５月１日付で増田住建株式会社の株式を取得し同社
及び同社の完全子会社を完全子会社といたしました。なお、2024年10月１日付で増田住
建株式会社が同社の完全子会社を吸収合併いたしました。また、2024年10月１日付で株
式会社丸西の株式を取得し完全子会社としました。さらに、2024年11月１日付でひらい
ホールディングス株式会社の株式を取得し同社及び同社の完全子会社５社を完全子会社と
しました。なお、2025年２月21日付でひらいホールディングス株式会社が同社の完全子
会社１社を吸収合併いたしました。以上により、当社の連結子会社は上記の重要な子会社
２社を含め合計18社であります。

2025年05月26日 16時23分 $FOLDER; 24ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 24 ―

③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
会 社 名 住 所 帳簿価額の

合計額
当社の
総資産額

株式会社ジューテック 東京都港区新橋六丁目３番４号 4,053百万円 15,986百万円
ひらいホールディングス株式会社 千葉県市原市姉崎700−９ 5,381百万円 15,986百万円

（7） 主要な事業内容
当社グループは、主たる業務として合板、建材、住宅設備機器及びDIY商品の国内におけ

る卸売を行っているほか、住宅建築請負やリフォーム・工事事業、一般運送業、情報システ
ムの賃貸、不動産事業等を営んでおります。

（8） 主要な事業所等
① 当 社

本 社 東京都港区新橋六丁目３番４号
② 重要な子会社

（株式会社ジューテック）
本 社 東京都港区新橋六丁目３番４号
事業所 全国37ヵ所

（株式会社グリーンハウザー）
本 社 宮城県仙台市宮城野区中野字上小袋田18番１
事業所 ２ヵ所（札幌市ほか）

（9）従業員の状況
① 企業集団の従業員の状況

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
1,511名 345名増

(注)1.従業員数は、臨時従業員（嘱託・臨時・契約社員）の人数（260名）を除いて記載しております。
2.当事業年度において、当社は増田住建株式会社、株式会社丸西、及びひらいホールディングス株式
会社の株式を取得し完全子会社といたしました。これにより、当社の従業員数は大幅に増加いたし
ました。

② 当社の従業員の状況
従業員数 平均年齢 平均勤続年数
83名 41.7才 12.0年

(注)1.従業員数は、臨時従業員（嘱託・臨時・契約社員）の人数（15名）を除いて記載しております。
2.平均勤続年数は、株式会社ジューテックにおける勤続年数を通算しております。
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（10） 主要な借入先（2025年３月31日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

百万円
株 式 会 社 千 葉 銀 行 3,060
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,411
千 葉 信 用 金 庫 1,620
株 式 会 社 横 浜 銀 行 1,364
株 式 会 社 り そ な 銀 行 1,026

（11） その他会社の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

2． 会社の株式に関する事項
（1） 発行可能株式総数 47,000,000株
（2） 発行済株式総数 13,271,899株（自己株式495,153株を除く）
（3） 株 主 数 13,281名
（4） 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

株 式 会 社 ベ ニ ア 商 会 3,608 27.2
足 立 建 一 郎 1,034 7.8
ジ オ リ ー ブ グ ル ー プ 社 員 持 株 会 752 5.7
梅 崎 紀 枝 518 3.9
大 建 工 業 株 式 会 社 429 3.2
株 式 会 社 ユ ー エ ム 興 産 424 3.2
住 友 林 業 株 式 会 社 412 3.1
伊 藤 忠 建 材 株 式 会 社 406 3.1
梅 崎 興 司 327 2.5
Ｓ Ｍ Ｂ 建 材 株 式 会 社 302 2.3

(注)当社は、自己株式495,153株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率は
自己株式を控除して計算しております。

2025年05月26日 16時23分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 26 ―

3． 会社役員に関する事項
（1） 取締役及び監査役の状況

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役会長 足 立 建一郎 株式会社ジューテック代表取締役会長
代表取締役社長 植 木 啓 之 経営企画部、内部監査室担当

株式会社ジューテック取締役
常 務 取 締 役 岩 瀬 裕 道 グループ事業統括部、情報システム部、ＤＸ推進室担当 兼 グル

ープ事業統括部長 兼 情報システム部長
株式会社ジューテック取締役

取 締 役 今 川 毅 財務経理部、審査法務部、内部統制室担当 兼 財務経理部長
株式会社ジューテック取締役

取 締 役 花 上 稔 株式会社ジューテック代表取締役社長
取 締 役 佐 藤 誠 株式会社ベルパーク社外監査役
取 締 役 定 金 生 馬
取 締 役 山 上 圭 子 東京靖和綜合法律事務所客員弁護士

デンヨー株式会社社外取締役監査等委員
キヤノン電子株式会社社外取締役

監査役（常勤） 黒 澤 隆 雄 株式会社ジューテック常勤監査役
監査役（常勤） 北 川 博 之 株式会社ジューテック常勤監査役
監 査 役 高 橋 龍 徳 日比谷総合会計事務所代表パートナー

株式会社日比谷総合コンサルティング代表取締役
株式会社ココルポート社外取締役

(注)1.取締役佐藤誠氏、定金生馬氏及び山上圭子氏の３名は、社外取締役であります。
2.監査役北川博之氏及び高橋龍徳氏の２名は、社外監査役であります。
3.監査役高橋龍徳氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有する
ものであります。

4.社外取締役佐藤誠氏、定金生馬氏、山上圭子氏及び社外監査役北川博之氏、高橋龍徳氏の５名を、東京
証券取引所の定める独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

5.当社は執行役員制度を導入しており、2025年４月１日現在の執行役員は次のとおりであります。
氏 名 担 当

大 谷 茂 人事部、総務部担当
畠 山 暁 経営企画部長
伊 藤 雅 洋 グループ事業統括部長
木 村 正 人 株式会社イワベニ代表取締役社長
渡 辺 昌 樹 株式会社グリーンハウザー代表取締役社長
窪 田 幸 久 ジオフィット株式会社代表取締役社長
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（2） 責任限定契約の内容の概要
当社は、社外取締役及び監査役全員との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同

法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額

としております。

（3） 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、当社及び全ての子会社の取締役、監査役及び執行役員を被保険者とした役員等賠

償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該契約の内容の概要は、以下のと
おりであります。
・被保険者が負担することとなった法律上の損害賠償金や争訟費用等を補填の対象としてお
ります。

・被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置として、被保険者に
よる犯罪行為等に起因する損害等については、補填の対象外としております。

・当該契約の保険料は全額当社が負担しております。

（4） 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役の個人別の報酬等の額について、世間水準及び対従業員給与とのバラン
スを考慮し、株主総会で承認された報酬総額の限度内において、その役位、職責、在籍年
数等に応じて決定する方針とすることを取締役会において決議しております。
取締役の報酬は、定額報酬として毎月支給する「基本報酬」、退任後に支給する「役員

退職慰労金」、及び役員賞与として年に一度支給する「業績連動報酬等」により構成され、
各割合については、特段定めないものとしております。また、全て金銭による報酬として
おります。
個人別の報酬等のうち、役員賞与として支給する業績連動報酬等に関しては、その総額

を連結営業利益額の５％以内としており、その算出方法は、基本報酬に従業員の基本給に
対する年間賞与支給率を乗じて算出された額を基準に支給しております。指標として連結
営業利益を選定した理由は、当社グループは営業利益を主要な業績指標としていることに
加え、各取締役の職責や業績への貢献度等を総合的に評価する上で関連性が高いと判断し
たためであります。当期の連結営業利益については、連結損益計算書に記載のとおりであ
ります。なお、社外取締役については、その職責に照らし、基本報酬のみを付与するもの
といたします。
個人別の報酬等の決定については、事前に過半数が社外取締役で構成される指名・報酬

委員会の意見を得た上で取り纏めた内規に従い、取締役会がその具体的内容を決定してお
り、当該個人別の報酬等の内容は決定方針に沿うものであると判断しております。
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② 監査役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
監査役の報酬に関する方針は、監査役の協議により決定しております。監査役の報酬

は、高い独立性の確保の観点から、業績との連動は行わず、基本報酬のみとしており、株
主総会で承認された報酬総額の限度内において、監査役の協議により個別の報酬額を決定
しております。

③ 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の金銭報酬の額（役員退職慰労金を除く）は、2022年６月28日開催の第13回

定時株主総会において年額300百万円以内（うち社外取締役25百万円以内）と決議され
ております（使用人兼務取締役の使用人給与相当額を含まない）。当該定時株主総会終結
時点の取締役の員数は８名（うち社外取締役３名）です。
監査役の金銭報酬の額（役員退職慰労金を除く）は、2011年６月29日開催の第２回定

時株主総会において年額45百万円以内と決議しております。当該定時株主総会終結時点
の監査役の員数は４名です。

④ 取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（人）基本報酬 業績連動報酬等

（賞与）
役員退職慰労
引当金繰入額

取締役
(うち社外取締役) 251（26） 136（17） 91（−） 23（9） 8（3）

監査役
(うち社外監査役) 43（27） 35（20） −（−） 8（6） 3（2）

(注)1.当事業年度末現在の人員は、取締役８名（うち社外取締役３名）、監査役３名（うち社外監査役２
名）であります。

2.社外役員が当社の子会社から受けた役員報酬等はありません。

（5） 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

社外取締役佐藤誠氏は、株式会社ベルパークの社外監査役を兼職しておりますが、当社
と当該会社との間に取引関係はありません。
社外取締役山上圭子氏は、東京靖和綜合法律事務所客員弁護士、デンヨー株式会社の社

外取締役監査等委員及びキヤノン電子株式会社の社外取締役を兼職しておりますが、当社
と当該事務所及び会社との間に取引関係はありません。
社外監査役北川博之氏は株式会社ジューテックの常勤監査役であります。なお、同社は

当社の100％子会社であります。
社外監査役高橋龍徳氏は、日比谷総合会計事務所の代表パートナー、株式会社日比谷総

合コンサルティングの代表取締役及び株式会社ココルポートの社外取締役を兼職しており
ますが、当社と当該事務所及び会社との間に取引関係はありません。
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② 主要取引先等特定関係事業者との関係
社外取締役定金生馬氏は当社の子会社である株式会社ジューテックの使用人の三親等以

内の親族であります。
③ 当事業年度における主な活動状況

役職及び氏名 出席回数（出席率） 主な発言状況等

取締役 佐藤 誠 取締役会13／13回（100％）

事業会社経営における幅広い知識と豊富な経験から、当社
の経営上有用な助言及び提言を適宜行っております。

（期待される役割に関して行った職務の概要）
取締役会において、主に当社子会社の取締役の執行報告等
に対し、課題の明確化や課題解決の手段等についての有用
な助言をしたほか、事業運営におけるリスクや取締役の意
見に対する評価等を適宜発言し、当社経営のガバナンス向
上に資する役割を果たしております。
また、任意の指名・報酬委員会の委員も務めております。

取締役 定金 生馬 取締役会13／13回（100％）

事業会社経営における幅広い知識と豊富な経験から、当社
の経営上有用な助言及び提言を適宜行っております。

（期待される役割に関して行った職務の概要）
取締役会において、主に当社子会社の取締役の執行報告等
に対し、課題の明確化や課題解決の手段等についての有用
な助言をしたほか、事業運営におけるリスクや取締役の意
見に対する評価等を適宜発言し、当社経営のガバナンス向
上に資する役割を果たしております。
また、任意の指名・報酬委員会の委員も務めております。

取締役 山上 圭子 取締役会13／13回（100％）

主に弁護士としての専門性と豊富な経験に基づき、当社の
経営上有用な助言及び提言を適宜行っております。

（期待される役割に関して行った職務の概要）
取締役会において、主に当社子会社の取締役の執行報告等
に対し、企業法務に精通した弁護士として、客観的・専門
的な視点からリスクの指摘や改善策の提案等を行い、当社
経営のガバナンス向上に資する役割を果たしております。
また、任意の指名・報酬委員会の委員も務めております。

監査役 北川 博之 取締役会13／13回（100％）
監査役会12／12回（100％）

主に当業界における幅広い知識と豊富な経験から、取締役
会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言及び
提言を適宜行っております。

監査役 高橋 龍徳 取締役会13／13回（100％）
監査役会12／12回（100％）

主に公認会計士としての専門的見地から、取締役会の意思
決定の妥当性・適正性を確保するための助言及び提言を適
宜行っております。
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4． 会計監査人の状況
（1） 会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

（2） 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 31百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 60百万円
(注)1.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監

査報酬の額を区分しておらず、実質的に区分できませんので、合計額を記載しております。
2.監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、過年度の
監査計画における監査項目別監査時間の実績及び報酬額の推移並びに会計監査人の職務執行状況を確認
し、当事業年度の監査計画及び報酬見積り額の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等について会
社法第399条第１項の同意を行っております。

（3） 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号いずれかに該当したときは、監査役

全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役
は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報
告いたします。
また、監査役会は、会計監査人の監査の適正性及び信頼性が確保できないと認めたとき

は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定
し、取締役会は当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。

5． 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」につい

て、取締役会において決議しております。その概要は以下のとおりであります。
（1） 取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体

制
① コーポレート・ガバナンス

a. 取締役会は、法令、定款、株主総会決議及び取締役会規程に従い、また、「ジオリー
ブグループ企業行動憲章」に従い、経営に関する重要事項を決定するとともに、取締
役の職務執行を監督する。

b. 取締役は、取締役会の決定した役割に基づき、法令、定款、取締役会決議並びに職
位・職務権限規程（決裁権限表を含む）その他の社内規程に従い、当社の業務を執行
する。

c. 代表取締役及び業務執行取締役は、３ヶ月に１回以上及び必要の都度、職務の執行状

2025年05月26日 16時23分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



― 31 ―

況を取締役会に報告する。
d. 監査役は、法令が定める権限を行使するとともに、監査役会規程及び監査役監査基準

に則り、内部監査部署、会計監査人及び社外取締役と連携して、取締役の職務執行の
適正性を監査する。

② コンプライアンス
a. 当社は、コンプライアンスを経営の最重要課題と位置付け、当社グループの全役職員

が法令・定款及び社会規範を遵守した行動をとるための行動規範として「ジオリーブ
グループコンプライアンス行動基準」を定める。また、定期的に同基準の見直しを行
うとともに、コンプライアンス教育・研修の実施、コンプライアンス確認書の取得等
により当社グループの全役職員のコンプライアンスに対する啓蒙に努める。

b. リスク・コンプライアンス委員会は、当社グループのコンプライアンス体制の整備・
運用状況についてチェックを行い、必要に応じて取締役会等に助言・報告する。ま
た、法令上疑義のある行為等については当社グループの役職員が直接情報提供を行う
手段として、コンプライアンス・ホットラインを設置・運営する。

③ 財務報告の適正性確保のための体制整備
当社は、財務報告の信頼性と適正性を確保するため、金融商品取引法等の定めに従い、

財務報告に係る内部統制システムを構築し、その有効性を継続的に評価するとともに、必
要な是正を行う体制を整備し運用する。

④ 内部監査
内部監査室は、内部監査規程に基づき当社グループの業務全般に関し、法令、定款及び

社内規程の遵守状況、職務の執行手続き及び内容の妥当性につき、定期的に内部監査を実
施し、取締役及び監査役に対し、その結果を報告する。また、内部監査室は、内部監査に
より判明した指摘、提言事項の改善履行状況についても、フォローアップ監査を実施す
る。

（2） 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 情報の保存・管理

取締役は、株主総会議事録、取締役会議事録等の法定文書のほか職務執行に係る重要な
情報が記載された文書（電磁的記録を含む）を関連資料とともに、情報セキュリティ管理
規程、文書管理規程、その他の社内規程の定めるところに従い、適切に保存し、管理す
る。

② 情報の閲覧
取締役及び監査役は、いつでも前項の情報を閲覧することができる。

（3） 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、リスク管理が経営の重要課題であることを認識し、当社グループ全体のリスク管
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理について定めるリスク管理規程に従い経済活動に潜在するリスクを信用リスク、情報シス
テムリスク、事務リスク、財務リスク、法務（コンプライアンス）リスク及び自然災害等の
各領域に類型化し、それぞれの主管部署を定め、リスクの類型毎に評価・特定並びにリスク
管理の方針・体制・手続き等を策定し、定期的に見直す。また、各主管部署は、内外の環境
変化に伴う新たなリスクの発生あるいは既存リスクの状況の変化を踏まえて、当該リスクを
定期的に評価、見直し、もしくは特定する。
リスク・コンプライアンス委員会は、リスク管理に関する重要な事項の検証と検討を行う

ことにより、当社グループ全体のリスク管理について指摘、要請を行い、各主管部署に対し
て適正な対処を求める。また、委員会を定期的に開催して、リスクに関する情報交換を行い
対策を講じるとともに、これらの管理体制の有効性につき定期的にレビューする。
なお、自然災害等の外部要因による危機的状況下における当社グループの全役職員の行動

基準及び具体的な対応については、事業継続計画（BCP）規程並びに危機管理マニュアルに
定める。

（4） 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
次の経営管理システムを用いて、取締役の職務執行の効率化を図る。

① 定時取締役会を原則、毎月１回、臨時取締役会を必要に応じて適宜開催し、法令、定款
及び取締役会規程に従い、重要事項について審議・決定を行い、また、取締役の業務の執
行状況の報告を受け、その監督等を行う。

② 経営効率の向上を図るため、経営会議を設け、重要事項の審議・決定及び取締役会に上
程する議案の事前審議を行う。

③ 取締役会で決議された年度計画（予算）について、その進捗状況について取締役会で管
理を行う。

④ 取締役及び使用人が適正かつ効率的な職務を行うために、組織・業務分掌規程及び職
位・職務権限規程（決裁権限表を含む）等社内規程を整備し、各役職者の権限・責任の明
確化を図る。

（5） 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
① 子会社管理体制

a. 子会社を統括する部署としてグループ事業統括部を設置し、関係会社管理規程に基づ
き、子会社の経営管理及び経営指導にあたるとともに、各子会社には原則として取締
役及び監査役を派遣して、業務の適正化を図る。

b. 子会社の重要事項の決定については、関係会社決裁権限表に基づき、当社の取締役会
もしくは経営会議にて審議し、決定する。

c. 当社は、各子会社の社長が当社の関係する役員等に対して、当該子会社の営業成績、
財務状況、その他の重要情報について報告をするグループ会社の社長会議を定期的に
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開催する。
② コンプライアンス

リスク・コンプライアンス委員会は、コンプライアンス体制の整備につき子会社を指導
するとともに、子会社への教育・研修を実施し、グループ全体のコンプライアンスの徹底
に努める。

③ 内部監査
子会社の業務活動全般も、内部監査室による内部監査の対象とする。

（6） 監査役がその補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
に関する体制並びにその使用人の取締役からの独立性及び指示の実効性の確
保に関する事項

① 監査役の職務補助
監査役は、職務を遂行するにあたり必要な場合は、内部監査室の所属員を補助者として

起用することができる。
② 監査役の職務補助者に対する指揮命令権限

監査役職務補助者が当該補助業務を実施するにあたっての当該職務補助者に対する指揮
命令権限は、監査役に専属するものとする。

（7） 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に
関する体制

① 重要会議への出席
監査役は、取締役会のほか、経営会議その他の重要な会議または委員会に出席し、意見

を述べることができる。また、重要な会議の議事録、取締役が決裁を行った重要な申請書
類等については、監査役はいつでも閲覧できる。

② 取締役等の報告義務
取締役は、監査役の求めに応じて、経営、財務、コンプライアンス、リスク管理、内部

監査の状況等について、適時に監査役に対する報告を行うとともに、職務執行に関し重大
な法令もしくは社内ルールの違反または会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があ
ることを発見したときは、直ちに監査役に報告する。

③ 使用人による報告
使用人は、監査役に対して、次に掲げる事項を直接報告することができる。
a. 当社に著しい損害を及ぼすおそれがある事実
b. 重大な法令または定款の違反事実

④ 子会社の取締役・監査役等及び使用人またはこれらの者からの報告を受けた者（以下、
「子会社の役職員等」という）からの報告

子会社の役職員等は、当社の監査役から業務執行に関する事項について報告を求められ
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たときは、速やかに適切な報告を行う。また、子会社の役職員等は、当社の監査役に対し
て、次に掲げる事項を直接報告することができる。
a. 当社グループに著しい損害を及ぼすおそれがある事実
b. 重大な法令または定款の違反事実

⑤ 監査役へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないこと
を確保するための体制
当社は、監査役へ報告を行った当社グループの役職員に対し、当該報告を行ったことを

理由に不利益な取扱いを行うことを禁止し、その旨を役職員に周知徹底する。

（8） その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 内部監査部署との連携

内部監査室は、監査役との間で、各事業年度における内部監査計画を協議するととも
に、定期的に会合を持ち、内部監査の結果及び指摘・提言事項等について協議及び意見交
換する等、密接な情報交換及び連携を図る。

② 子会社監査役との連携等
監査役は、監査役監査基準に基づき、子会社の監査役と密接な連携を保ち、効果的な監

査を実施するよう努める。また、監査役は、必要に応じて、子会社の取締役及び使用人か
ら業務の状況を聴取する。

③ 外部専門家の起用
監査役は、監査の実施にあたり必要と認めるときは、弁護士、公認会計士、コンサルタ

ントその他の外部専門家を独自に起用することができる。
④ 監査役の職務執行について生ずる費用

当社は、監査役の職務執行について生ずる費用等を支弁するため、毎年、監査役の職務
執行に必要と想定される費用につき、予算を設ける。

（9） 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは、一切の関係を

持たず、不当な要求行為に対しては、反社会的勢力との関係遮断マニュアルに従い、毅然と
した態度で対応する。

（10） 業務の適正を確保するための体制の運用状況
当連結会計年度における「業務の適正を確保するための体制の運用状況」の概要は、以下

のとおりであります。
① 取締役の職務執行について

取締役会は13回開催され、法令、定款及びその他社内規程に基づき、経営に関する重
要事項の決定を行うほか、取締役の職務執行の適正性や効率性を高めるため、各取締役の
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職務執行状況の報告や経営課題に関する議論等を行いました。また、当社と利害関係を有
しない社外取締役が取締役会の全てに出席し、適宜、有益な意見を述べております。な
お、経営会議は24回開催され、重要事項の審議・決定及び取締役会に上程する議案の事
前審議を行いました。

② 監査役の職務執行について
監査役は、監査役会で定めた監査計画に基づき監査を行うとともに、取締役、内部監査

室、会計監査人との間で意見交換等を実施いたしました。また、監査役全員が全ての取締
役会に出席したほか、常勤監査役２名は経営会議等の重要な会議に出席し、有益な意見を
述べております。

③ 内部監査の実施について
内部監査室は、監査役と協議の上内部監査計画を作成し、当社グループ各社の業務全般

に関し、法令、定款及び社内規程等の遵守状況や職務執行手続き等を対象とした内部監査
を実施し、取締役及び監査役に対し、その監査結果の報告を行いました。

④ リスク管理体制について
リスク・コンプライアンス委員会は４回開催され、当社グループのリスク・コンプライ

アンス体制の運用状況についてチェックを行ったほか、コンプライアンスチェックリスト
の提出を各部署に要請し、年２回取締役会にチェック結果の報告等を行いました。

⑤ 運用状況のレビューについて
業務の適正を確保するための体制の運用状況については、年１回取締役会においてレビ

ューを行っております。

6． 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社グループは、株主の皆様への利益還元を経営の最重要政策の一つとして位置付けており

ます。M&A等を活用した成長分野への戦略投資を引き続き実施し企業価値の持続的な向上を
図るとともに、内部留保の充実による財務体質の改善を図ることで、株主還元と内部留保のバ
ランスを考慮した利益還元政策を実施してまいります。
配当につきましては、安定的な配当の継続を維持しながら、業績及び財務状況並びに将来的

な経営環境を勘案し、連結配当性向30％を目途に配当を行うものとしております。
当期の剰余金の期末配当につきましては、当期業績を踏まえ、当初予想どおりの１株当たり

19円とさせていただく予定であります。当期の年間配当金は、１株につき38円となります。

また、当社グループは株主還元の強化を図るため、配当方針を以下のとおり変更いたしまし
た。なお、本方針は翌連結会計年度に係る剰余金の配当より適用とさせていただきます。

【新配当方針】
当社グループは、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置付けており
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ます。成長分野への戦略投資を引き続き実施し、持続的な成長を図り企業価値の最大化を目指
していくとともに、株主の皆様への最適な利益還元を実施してまいります。なお、安全な財務
基盤の維持に必要な内部留保の確保にも努めてまいります。
配当につきましては、安定的な配当の継続を維持しながら、業績及び財務状況並びに将来的

な経営環境を勘案し、連結配当性向 40％を目安に配当を行うものとしております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） 本事業報告中の記載金額及び数量は、表示単位未満の端数を切り捨てております。比率については、

表示桁未満の端数がある場合は、これを四捨五入しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 64,520 流 動 負 債 53,589
現 金 及 び 預 金 17,256 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 29,830
受取手形、売掛金及び契約資産 30,789 電 子 記 録 債 務 12,577
電 子 記 録 債 権 7,861 短 期 借 入 金 2,560
商 品 及 び 製 品 3,869 1年内返済予定長期借入金 1,739
販 売 用 不 動 産 2,273 未 払 法 人 税 等 744
未 成 工 事 支 出 金 977 賞 与 引 当 金 1,290
そ の 他 1,711 そ の 他 の 引 当 金 162
貸 倒 引 当 金 △219 そ の 他 4,683

固 定 資 産 24,952 固 定 負 債 12,580
有 形 固 定 資 産 18,529 長 期 借 入 金 9,348
建 物 及 び 構 築 物 7,258 繰 延 税 金 負 債 410
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 293 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 542
土 地 10,832 退 職 給 付 に 係 る 負 債 921
そ の 他 144 そ の 他 1,357
無 形 固 定 資 産 2,216
の れ ん 1,760 負 債 合 計 66,170
そ の 他 456 （純 資 産 の 部）
投資その他の資産 4,206 株 主 資 本 22,614
投 資 有 価 証 券 1,833 資 本 金 850
破 産 更 生 債 権 等 45 資 本 剰 余 金 286
退 職 給 付 に 係 る 資 産 110 利 益 剰 余 金 21,711
そ の 他 2,240 自 己 株 式 △233
貸 倒 引 当 金 △22 その他の包括利益累計額 613

その他有価証券評価差額金 547
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 16
退職給付に係る調整累計額 50

非 支 配 株 主 持 分 74
純 資 産 合 計 23,302

資 産 合 計 89,473 負 債 及 び 純 資 産 合 計 89,473
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連 結 損 益 計 算 書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 176,115
売 上 原 価 152,740

売 上 総 利 益 23,374
販 売 費及び一般管理費 21,452

営 業 利 益 1,921
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 69
仕 入 割 引 412
投 資 有 価 証 券 売 却 益 3
不 動 産 賃 貸 料 285
そ の 他 199 970

営 業 外 費 用
支 払 利 息 70
そ の 他 42 112
経 常 利 益 2,779

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 13 13

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 6
減 損 損 失 1 8
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,784
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,178
法 人 税 等 調 整 額 9 1,188
当 期 純 利 益 1,596
非支配株主に帰属する当期純損失 4
親会社株主に帰属する当期純利益 1,601
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連結株主資本等変動計算書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 850 286 20,615 △233 21,518
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △504 △504
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 1,601 1,601

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )
当 期 変 動 額 合 計 − − 1,096 △0 1,096

当 期 末 残 高 850 286 21,711 △233 22,614

（単位：百万円）
その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 805 8 90 904 − 22,422
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △504
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 1,601

自 己 株 式 の 取 得 △0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) △258 7 △40 △290 74 △216

当 期 変 動 額 合 計 △258 7 △40 △290 74 880
当 期 末 残 高 547 16 50 613 74 23,302
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連結注記表
連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
1．連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 18社

主要な連結子会社の名称
株式会社ジューテック、株式会社グリーンハウザー
当連結会計年度において、新たに株式を取得したことに伴い増田住建株式会社及び同社の子会社１

社、株式会社丸西、ひらいホールディングス株式会社及び同社の子会社５社を連結の範囲に含めており
ます。
増田住建株式会社の子会社１社は、増田住建株式会社を存続会社とする吸収合併に伴い消滅したこと

により連結の範囲から除外しております。また、ひらいホールディングス株式会社の子会社１社は、ひ
らいホールディングス株式会社を存続会社とする吸収合併に伴い消滅したことにより連結の範囲から除
外しております。

（2）主要な非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

2．持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

3．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、ひらいホールディングス株式会社及び同社の子会社４社の決算日は３月20日でありま

す。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取
引については、連結上必要な調整を行っております。
株式会社丸西の決算日は８月31日であるため、２月28日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用

し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。なお、その他
の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

4．会計方針に関する事項
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
市場価格のない
株式等以外のもの

決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算出）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
（2）デリバティブの評価基準 時価法
（3）棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産
評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
商品、製品 移動平均法
販売用不動産、未成工事支出金 個別法
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（4）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を
採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ３〜50年

無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法
なお、主な償却年数は以下のとおりであります。
自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）

リ ー ス 資 産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

（5）重要な引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
しております。

賞 与 引 当 金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき引当金を
計上しております。

役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき引当金を計
上しております。

役員退職慰労引当金 役員及び執行役員の退任による退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期
末要支給額を計上しております。

（6）退職給付に係る会計処理の方法
（イ）退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。

（ロ）数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することと
しております。

（ハ）一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合
要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を採用しております。

（7）重要な収益及び費用の計上基準
（イ）合板・建材・住宅設備機器等の販売

合板・建材・住宅設備機器等の販売については、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した
時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。なお、
合板・建材・住宅設備機器等の販売のうち、当社及び連結子会社が代理人に該当すると判断したもの
については、他の当事者が提供する合板・建材・住宅設備機器等と交換に受け取る額から当該他の当
事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。
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これらの販売については、建材販売店及び住宅会社等の顧客に合板・建材・住宅設備機器等を納品
した時点で支配が移転し、履行義務が充足されるものと判断しており、その時点で収益を認識してお
ります。なお、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。

（ロ）工事契約
当社及び連結子会社では、工事契約の一部において、長期の契約を締結しております。当該契約に

ついては、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づ
き収益を認識しております。進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想
される工事原価の総額に占める割合に基づいて行っております。なお、履行義務の充足に係る進捗度
を合理的に見積ることができないが、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見
込まれる場合には、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができる時まで、一定の期間
にわたり充足される履行義務について原価回収基準により収益を認識しております。また、契約にお
ける取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約につ
いては代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時
点で収益を認識しております。なお、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。

（8）重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ取引に係る損益の認識については繰延ヘッジ処理によっております。

（9）のれんの償却方法及び償却期間
５年間で均等償却しております。

５．会計方針の変更に関する注記
「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下
「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準
第20−３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65−２項(2)ただし書き
に定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結計算書類への影響はあり
ません。
また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結計算

書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首か
ら適用しております。当該会計方針の変更は遡及適用されておりますが、当連結会計年度の期首の純資産に
対する累積的影響額はありません。
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６．連結貸借対照表に関する注記
（1）受取手形、売掛金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額

受取手形 3,594百万円
売掛金 25,051百万円
契約資産 2,142百万円

（2）担保資産及び担保付債務 担保資産
建物及び構築物 2,041百万円
土地 1,755百万円
投資有価証券 70百万円

計 3,867百万円
担保付債務
支払手形及び買掛金 716百万円
短期借入金 483百万円
長期借入金(1年内返済

予定の長期借入金を含む) 2,394百万円
計 3,594百万円

（3）有形固定資産の減価償却累計額 7,678百万円
（4）流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 2,582百万円

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式(株) 13,767,052 ― ― 13,767,052

（2）自己株式に関する事項
株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式(株) 495,093 60 ― 495,153

（変動事由の概要）
単元未満株式の買取りによる増加 60株

（3）当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類 配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円) 基準日 効力発生日

2024年６月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 252 19 2024年３月31日 2024年６月26日

2024年11月５日
取 締 役 会 普通株式 252 19 2024年９月30日 2024年11月29日
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（4）当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
決議

（予定） 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円) 基準日 効力発生日

2025年６月26日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 252 19 2025年３月31日 2025年６月27日

８．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、必要な資金を銀行借入により調達して
おります。営業債権の信用リスクについては、当社の審査法務部及び各社の営業部門が与信管理規程に従
い取引先それぞれの与信枠を設け管理するとともに、取引先の経営状況を定期的にモニタリングすること
により、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。投資有価証券は主として
業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格のない株式等以外のものについては定期的に時価や発
行体（取引先）の財務状況等を把握し、取引先との関係を勘案して、保有状況を継続的に見直しておりま
す。
短期借入金は主に営業取引に係る資金調達、長期借入金は主に設備投資に係る資金調達であり、一部の

長期借入金の金利変動リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しておりま
す。また、商品輸出に係る外貨建売上債権、棚卸資産（商品）の購入に係る外貨建営業債権の一部に対
し、為替変動リスクを低減する目的でデリバティブ取引（先物為替予約取引）を利用しております。な
お、デリバティブ取引は、経理規程に基づき執行・管理しております。
流動性リスクについては、各社が、適時に資金計画を作成・更新する等により、手許流動性を維持し管

理しております。
（2）金融商品の時価等に関する事項

当社グループの保有する金融商品は、売掛金、受取手形、電子記録債権、買掛金、電子記録債務等の短
期で決済されるもの及びその他の金額的に重要性の低いものであることから、注記の記載を省略しており
ます。

（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
当社グループの保有する金融商品は、売掛金、受取手形、電子記録債権、買掛金、電子記録債務等の短

期で決済されるもの及びその他の金額的に重要性の低いものであることから、注記の記載を省略しており
ます。

９．賃貸等不動産に関する注記
（1）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社の一部の連結子会社は、東京都及びその他の地域において、賃貸商業施設または賃貸住宅（土地含
む）等を所有しております。

（2）賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 連結決算日における時価
6,014 12,645
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(注)1.連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
2.時価の算定方法

主要な物件については、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書等に基づく金額、ただし、第三者
からの取得時や直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指標に
重要な変動が生じていない場合には、当該評価額や指標を用いて調整した金額によっております。また、
重要性が乏しいその他の物件については、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指
標に基づいて自社で算定した金額であります。

１０．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：百万円)
セグメント区分

合 計
住宅資材販売 その他

財またはサービスの種類別
合 板 11,314 ― 11,314
建 材 71,622 ― 71,622
住宅設備機器 43,194 ― 43,194
ＤＩＹ商品 (注) 6,008 ― 6,008
住宅資材販売その他 37,506 ― 37,506
その他 ― 6,467 6,467

顧客との契約から生じる収益 169,647 6,467 176,115
外部顧客への売上高 169,647 6,467 176,115

(注)ホームセンター等へ販売した合板、建材、住宅設備機器等が含まれております。
（2）収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 4.会計方針に関する事項 (7)重要な収益及び
費用の計上基準」に同一の内容を記載しております。

（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約資産及び契約負債の残高等

（単位：百万円）
当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 37,722
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 36,507
契約資産（期首残高） 44
契約資産（期末残高） 2,142
契約負債（期首残高） 478
契約負債（期末残高） 2,582

契約資産は、主に、顧客との工事請負契約について期末日時点で完了しているが未請求の工事役務提
供等に係る対価に対する当社及び連結子会社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対す
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る当社及び連結子会社の権利が無条件になった時点で顧客との工事請負契約から生じた債権に振り替え
られます。当該工事役務提供等に関する対価は、顧客の工事検収完了に従い、工事請負契約で定められ
た請求の時期に請求し、工事請負契約で定められた回収の時期に受領しております。
契約負債は、主に、工事請負契約に定められた支払条件に基づき顧客から受け取った期間分の未成工

事受入金及び前受金に関するものであります。なお、契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、461百万

円であります。また、当連結会計年度において、契約資産及び契約負債が増加した主な理由は、新規連
結子会社の取得によるものであります。
過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益（主に、

取引価格の変動）の金額に重要性はありません。
② 残存履行義務に配分した取引価格

当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用
し、当初に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。当該履行義
務は、工事請負契約における工事役務提供に関するものであり、期末日後１年以内に約70％、残り約
30％が期末日後概ね２年以内に収益を認識されると見込んでおります。

１１．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,750円22銭
（2）１株当たり当期純利益 120円64銭

１株当たり当期純利益の算定上の基礎
連結損益計算書上の親会社株主に帰属
する当期純利益 1,601百万円
普通株主に帰属しない金額 ―
普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益 1,601百万円
普通株式の期中平均株式数 13,271千株

１２．企業結合等に関する注記
(取得による企業結合)

（1）企業結合等の概要
① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：増田住建株式会社
事業の内容 ：住宅資材の販売

② 企業結合を行った主な理由
今後、人口減少や少子高齢化を背景に住宅関連需要が減少していくことが予想される中、窓サッシを

中心に住宅資材の販売を行う増田住建及び同社の子会社１社を当社グループに迎え入れ、経営基盤の強
化を図り、更なる企業価値の向上を目指すことといたしました。

③ 企業結合日
2024年５月１日
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④ 企業結合の法的形式
株式取得

⑤ 結合後企業の名称
増田住建株式会社（旧社名、増田住建トーヨー住器株式会社）

⑥ 取得した議決権比率
100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（2）連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2024年５月１日から2025年３月31日まで

（3）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 1,370百万円
取得原価 1,370百万円

取得価額につきましては、第三者機関の株式価値算定をもとに、双方協議の上で決定しております。
（4）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等 61百万円
（5）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額
934百万円

② 発生原因
今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

③ 償却方法及び償却期間
５年間にわたる均等償却

（6）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 1,097百万円
固定資産 127百万円
資産合計 1,224百万円
流動負債 699百万円
固定負債 88百万円
負債合計 788百万円

（7）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及
ぼす影響の概算額及びその算定方法

当該影響額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

(取得による企業結合)
（1）企業結合等の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：株式会社丸西
事業の内容 ：内装工事業

2025年05月26日 16時23分 $FOLDER; 48ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 48 ―

② 企業結合を行った主な理由
今後、人口減少や少子高齢化を背景に住宅関連需要が減少していくことが予想される中、東北エリア

を中心に商業施設や公共施設等の内装工事を手掛ける株式会社丸西を当社グループに迎え入れ、同エリ
アにおける事業基盤の強化及びグループとしての非住宅分野への取組強化を図り、更なる企業価値の向
上を目指すことといたしました。

③ 企業結合日
2024年10月１日（みなし取得日2024年９月１日）

④ 企業結合の法的形式
株式取得

⑤ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率
90％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（2）連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2024年９月１日から2025年２月28日まで

（3）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 1,080百万円
取得原価 1,080百万円

取得価額につきましては、第三者機関の株式価値算定をもとに、双方協議の上で決定しております。
（4）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等 95百万円
（5）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額
371百万円

② 発生原因
今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

③ 償却方法及び償却期間
５年間にわたる均等償却

（6）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 1,636百万円
固定資産 497百万円
資産合計 2,133百万円
流動負債 624百万円
固定負債 722百万円
負債合計 1,346百万円
非支配株主持分 78百万円
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（7）のれん以外の無形固定資産に配分された金額及び種類別の内訳並びに償却期間
種類 金額 償却期間

顧客関連資産 207百万円 ５年
顧客関連資産（受注残） 19百万円 １年
合計 226百万円 ―

（8）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及
ぼす影響の概算額及びその算定方法

当該影響額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

(取得による企業結合)
（1）企業結合等の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：ひらいホールディングス株式会社
事業の内容 ：プレカット加工、住宅資材販売、建築工事、不動産売買等

② 企業結合を行った主な理由
今後、人口減少や少子高齢化を背景に住宅関連需要が減少していくことが予想される中、千葉県を中

心にプレカット加工や建築資材販売、建築事業や不動産事業など住まいを事業ドメインに多角的に事業
を行っているひらいホールディングス株式会社及び同社の子会社５社を当社グループに迎え入れ、同エ
リアにおける事業基盤の強化を図り、更なる企業価値の向上を目指すことといたしました。

③ 企業結合日
2024年11月１日（みなし取得日2024年９月21日）

④ 企業結合の法的形式
株式取得

⑤ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率
100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（2）連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2024年９月21日から2025年３月20日まで

（3）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 5,000百万円
取得原価 5,000百万円

取得価額につきましては、第三者機関の株式価値算定をもとに、双方協議の上で決定しております。
（4）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等 381百万円
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（5）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
① 発生したのれんの金額

571百万円
なお、のれんの金額は、当連結会計年度末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に

算定された金額であります。
② 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。
③ 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
（6）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及

ぼす影響の概算額及びその算定方法
当該影響額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

１３．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

１４．記載金額は、百万円未満を切り捨て表示しております。
比率については、表示桁未満の端数がある場合はこれを四捨五入しております。
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貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 986 流 動 負 債 1,312
現 金 及 び 預 金 459 1年内返済予定長期借入金 942
営 業 未 収 入 金 314 未 払 金 42
前 払 費 用 22 未 払 費 用 60
立 替 金 115 未 払 法 人 税 等 8
そ の 他 73 預 り 金 13

賞 与 引 当 金 153
役 員 賞 与 引 当 金 91

固 定 資 産 14,999 固 定 負 債 7,549
有 形 固 定 資 産 0 長 期 借 入 金 7,418
工 具、 器 具 及 び 備 品 0 退 職 給 付 引 当 金 7
無 形 固 定 資 産 17 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 123
ソ フ ト ウ ェ ア 14
そ の 他 2 負 債 合 計 8,861
投資その他の資産 14,982 （純 資 産 の 部）
投 資 有 価 証 券 190 株 主 資 本 7,125
関 係 会 社 株 式 14,683 資 本 金 850
繰 延 税 金 資 産 105 資 本 剰 余 金 3,220
そ の 他 3 資 本 準 備 金 294

そ の 他 資 本 剰 余 金 2,926
利 益 剰 余 金 3,286
そ の 他 利 益 剰 余 金 3,286
繰 越 利 益 剰 余 金 3,286

自 己 株 式 △231
純 資 産 合 計 7,125

資 産 合 計 15,986 負 債 及 び 純 資 産 合 計 15,986
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損 益 計 算 書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

営 業 収 益 3,757

営 業 費 用 1,825

営 業 利 益 1,931

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 4

そ の 他 5 9

営 業 外 費 用

支 払 利 息 54

そ の 他 3 57

経 常 利 益 1,883

税 引 前 当 期 純 利 益 1,883

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 △27

法 人 税 等 調 整 額 △10 △37

当 期 純 利 益 1,921
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株主資本等変動計算書
(2024年４月１日から2025年３月31日まで)

（単位：百万円）
株 主 資 本

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主資本
合計資本

準備金
その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他
利益剰余金 利益

剰余金
合計繰越利益

剰余金
当 期 首 残 高 850 294 2,926 3,220 1,869 1,869 △231 5,708 5,708
当 期 変 動 額
剰余金の配当 △504 △504 △504 △504
当 期 純 利 益 1,921 1,921 1,921 1,921
自己株式の取得 △0 △0 △0

当期変動額合計 ― ― ― ― 1,416 1,416 △0 1,416 1,416
当 期 末 残 高 850 294 2,926 3,220 3,286 3,286 △231 7,125 7,125
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

子 会 社 株 式 移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない
株式等

移動平均法による原価法

（2）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産
無形固定資産

定率法
定額法
なお、主な償却年数は以下のとおりであります。
自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）

（3）引当金の計上基準
賞 与 引 当 金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき引当金を計

上しております。
役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき引当金を計上

しております。
退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりです。

① 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰
属させる方法については、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌
事業年度から費用処理することとしております。

役員退職慰労引当金 役員の退任による退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計
上しております。

（4）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結貸借対照表における会計処理の方法と

異なっております。

２．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 0百万円
（2）関係会社に対する金銭債権債務（区分表示したものを除く）

短期金銭債権 444百万円
短期金銭債務 988百万円
長期金銭債務 7,418百万円
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３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引高 営業収益 3,757百万円

営業費用 53百万円
営業取引以外の取引高 57百万円

４．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項
株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式(株) 495,093 60 ― 495,153

（変動事由の概要）
増加数の主な内訳は、次のとおりであります。
単元未満株式の買取りによる増加 60株

５．税効果会計に関する注記
（1）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

繰延税金資産
賞与引当金 46百万円
退職給付引当金 2
役員退職慰労引当金 38
関係会社株式評価損 100
未払事業税 1
その他 42
繰延税金資産小計 231百万円
評価性引当額 △126
繰延税金資産合計 105百万円

（2）法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関

する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又は
これらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。
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６．関連当事者との取引に関する注記
子会社等

種類 会社等の
名称 所在地

資本金または
出資金
(百万円)

事業の内容
議決権等の
所有(被所有)
割合(%)

関係内容 取引の
内容

取引金額
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)役員の
兼務等

事業上の
関係

子会社 ㈱ジューテック 東京都
港区 850

合板・建
材・住設
機器等の
販売

所有
直接
100.0

7名
経営指
導及び
業務の
受託

経営指導及び
業務の受託等

(注)1
1,480 営業未収入金 262

経費の
立替払い
(注)2

1,817 立替金 114

賃借料の
支払
(注)3

46 − −

資金の借入
(注)4 6,920 1年内返済予定

長期借入金 942

資金の返済
(注)4 250 長期借入金 7,418

利息の支払
(注)4 54 未払費用 23

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注)1.経営指導及び業務の受託等の対価については、双方協議の上合理的に決定しております。

2.経費の立替払いは、支払業務の一部を当社が代行していることから発生しているものであります。なお、
この経費の立替払いについて、金利及び手数料の受取は行っておりません。

3.本社オフィスの賃借料の支払については、市場価格を勘案して価格を決定しております。
4.資金の借入及び利息の支払については、市場金利を勘案して利率を決定しております。

７．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
当社は主に、持株会社として子会社から、グループの経営効率の向上を図るため間接業務を受託してサー

ビスを提供する等をしております。これについては、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、
履行義務の充足に応じて収益を認識しております。

８．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 536円85銭
（2）１株当たり当期純利益 144円76銭

１株当たり当期純利益の算定上の基礎
損益計算書上の当期純利益 1,921百万円
普通株主に帰属しない金額 −百万円
普通株式に係る当期純利益 1,921百万円
普通株式の期中平均株式数 13,271千株
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９．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

１０．記載金額は、百万円未満を切り捨て表示しております。
比率については、表示桁未満の端数がある場合はこれを四捨五入しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2025年５月19日
ジオリーブグループ株式会社
取 締 役 会 御 中

有限責任 あずさ監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 井 指 亮 一
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 濵 田 睦 將

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ジオリーブグループ株式会社の

2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連
結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を
行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して、ジオリーブグループ株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当
該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を

行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の
責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、
会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断
している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記

載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内
容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておら

ず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
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連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過
程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との
間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の
記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した

場合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制
を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作

成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開
示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の

執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又

は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書にお
いて独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又
は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思
決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示
リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断
による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた
会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又
は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関す
る重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注
意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場
合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の
表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示して
いるかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する
十分かつ適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査
人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、
単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実

施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で
求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関

する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事
項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準
にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2025年５月19日
ジオリーブグループ株式会社
取 締 役 会 御 中

有限責任 あずさ監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 井 指 亮 一
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 濵 田 睦 將

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ジオリーブグループ株式会

社の2024年４月１日から2025年３月31日までの第16期事業年度の計算書類、すなわち、
貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以
下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会

計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を

行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査
法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記

載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内
容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておら

ず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
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計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程
において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に
重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載
内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した

場合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の

執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は

誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書におい
て独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤
謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に
影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示
リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断
による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな
いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するた
めに、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた
会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

2025年05月26日 16時23分 $FOLDER; 63ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



― 63 ―

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又
は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関す
る重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意
を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合
は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論
は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、
企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表
示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示している
かどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実

施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で
求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関

する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事
項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準
にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。

以 上
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監査役会監査報告書
監 査 報 告 書

当監査役会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第16期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、監査方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結

果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社に
おいて業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、常勤監査
役2名及び当社の使用人等が分担して監査役を兼務し、同社の取締役会等において取
締役等との意思疎通及び情報の交換を図り、事業及び財産の状況の報告を受けまし
た。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確
保するために必要なものとして、会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める
体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況に
ついて定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われること
を確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関す
る品質管理基準」（企業会計審議会）及び「監査法人の組織的な運営に関する原則
（監査法人のガバナンスコード）」（金融庁）等に従って整備している旨の通知を受け、
必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並び
に連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結
注記表）について検討いたしました。
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2. 監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。
また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行に
ついても、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月26日

ジオリーブグループ株式会社 監査役会
常勤監査役 黒 澤 隆 雄 ㊞
常勤監査役（社外監査役） 北 川 博 之 ㊞
社外監査役 高 橋 龍 徳 ㊞

以 上
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株主総会会場ご案内図
会場 東京都港区新橋６丁目３番４号 当社８階会議室

電話（0 3）4 5 8 2−3 3 8 0

● ＪＲ、都営地下鉄浅草線、東京メトロ銀座線、新交通
ゆりかもめ「新橋駅」より徒歩10分

● 都営地下鉄大江戸線・浅草線「大門駅」より徒歩10分
● 都営地下鉄三田線「御成門駅」より徒歩４分

◎ 駐車場の用意はいたしておりませんので、お車でのご来場は、ご遠慮くださいます
ようお願いいたします。

株主総会当日にご出席の株主様へのお土産はご用意いたしておりません。
何卒ご理解いただきますよう、お願い申しあげます。
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